「ろうきん地域貢献ファンド」2010年度助成申請書

Cコース　備品購入助成

応募受付期間：2010年7月1日(木)～7月31日（土）まで

必ずコピーを取って提出し、原本はお手元に保管して下さい

■団体概要　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　記入日2010年7月　30日
	団体名
	国際交流協会　ともだちin名取　

団体設立時期　２２年　５月

	代表者
	EQ \* jc2 \* "Font:ＭＳ 明朝" \* hps12 \o\ad(\s\up 8(ふり),氏)　　　EQ \* jc2 \* "Font:ＭＳ 明朝" \* hps12 \o\ad(\s\up 8(がな),名)　　相澤　喜美（あいざわ　きよし）　（役職　会長　）

	団体住所
	〒９８１－１２３２

名取市大手町5丁目6番地1号

電話：０５０－１１６９－３５３７　　FAX：０５０－１１６９－３５３７

	団体の分野
（該当するものに○

をお付けください）
	〇
	(1)福祉
	〇
	(4)まちづくり

	
	〇
	(2)子ども・文化・スポーツ
	〇
	(5)国際協力

	
	
	(3)環境保全
	〇
	(6)人権・平和・男女共同参画


■応募内容
	購入備品名
	ノートパソコン　NEC　Lavie S　LS１５０BS６　　

B4用紙対応プリンター　Brother Justic MFC-6390CN　

	応募担当者
	EQ \* jc2 \* "Font:ＭＳ 明朝" \* hps12 \o\ad(\s\up 8(ふり),氏)　　　EQ \* jc2 \* "Font:ＭＳ 明朝" \* hps12 \o\ad(\s\up 8(がな),名)　　　　　　　若山　陽子　　（わかやま　ようこ）　　　　　　　　

	担当者連絡先

（連絡を差し上げる場合があります。連絡が取れるものをお書き下さい）
	〒９８１－１２４５

名取市ゆりが丘１－１３－７

電話：０８０－６０３４－７９６５　　FAX：０２２－３８６－１３３８

E-mail：yokosunlo_ol@yahoo.co.jp

	申　請　額
	１００，０００円（上限１０万円）

	購入費総額
	１３５，０００円（助成金１０万円＋自己資金３万５千円）B

	見積りの検討

（該当するものに○をお付け下さい）
	①.　複数業者より見積りを取り検討した　　　　　2.　1業者からの見積りのみ

	他の助成等への応募

　　　　（該当するものに○をお付け下さい）
	1.　あり　

ア．結果待ち　　　イ．助成決定　　　

	応募先団体名
	（　ろうきん地域貢献ファンド　Cコース　　　）

	応募金額・決定金額
	応募金額・決定金額　　　１００，０００　円

	実施期間
	　　　２２　年　　８　月　購入予定


	1． 今回購入する備品の仕様：詳細はメーカーカタログ・見積書を参照　　＊下記の機器それぞれ一台

NEC　Lavie S　LS１５０BS６ノートパソコン・Brother Justic MFC-6390CN　B4用紙対応ﾌﾟﾘﾝﾀｰ　

〇　外国で作られた安価のパソコンを探したが、それにワード・エクセル・ﾊﾟﾜｰﾎﾟｲﾝﾄを入れるとなると

そちらの方が高くなる。外部で活動紹介する際にも使えるノート型にすれば、通常事務所で使い、必要に応じ持ち出せる。タイ語で打ち込めるパソコンが必要。振り仮機能が必要。４GBだと約４万円高くなるので２GBのものにし、その分に少しプラスしてプリンターを購入する方が会の活動に役立つ。

〇B4用紙対応プリンターは選択肢が少なく割引率が一番大きいものにした。無線でプリント出来るので動線が短くなり仕事の処理時間短縮が出来る。ベイシアでは２００円安かったがB4用紙対応機器が無い。

	２．今回購入する備品の必要性、具体的な活用法、備品導入により団体や地域に見込まれる効果

当会「ともだちin名取」は誰もが同じ「地球市民」という立場で暮らしやすい名取市となる一助となりたく海外出身者への支援をし、さらに多くの彼らと市民の双方向の学びあいの場を提供しています。活動の幅を広めるための外国出身者への情報提供・PRはインターネットでの情報発信が一番有効な手段です。

そのためにこれまでに『上手な情報発で活発な活動にしよう！！』研修をファンドに助けられ実施。そして、資源提供で５，０００円でパソコンを提供して頂き事務所専用のパソコンを設置し事務処理もだいぶ効率があがりました。

しかし、多言語でブログの記事を掲載したいと動き始めたとき、現在のXPではタイ語には対応できません。名取市内のニコンでは研修生をタイから受け入れており、そちらの方々にも支援していますが、タイ語の使えるパソコンが必要であり、講師などで会員が出かけそのたびに千円会に入れ何とか購入したいと努力を続けていますが、無償の日本語講座を抱える現状ではどうしても機器の購入は後回しになります。

また、中国、韓国から嫁いで来た方々は、言葉が分からないと家の中にいるだけの生活をしていいます。それなのに、市の福祉はまだ、障がい者・高齢者・失業者だけでも手が回らないようです。私たちは日本語の話せない人々も社会的な弱者と考え、置き去りには出来ないと自費で活動を継続しています。

どうか、彼らへの情報発信の術として、多言語に対応するパソコンの購入を助けてください。

それにより、約３００人を超える外国人登録者の多くを占める外国人妻が市民として普通に生活が出来るよう私たちの支援を知り、支援を受けることが出来るよう力を貸して下さい。その次の問題として、彼女たちの連れてきた日本語を話せない子供の教育にも助けが必要です。その際に、今はA4サイズのプリンターで２回にわたりコピーしている教科書などを、B4対応のプリンターにより、１度に両開きで本の印刷が出来るようにして、活動者の労務の軽減を図りたい。そして、

 今回情報発信のレベルをさらに向上させることにより、遠く離れた方々との交流も充実できる。そして、地域社会に点在する孤立しがちな市民が他と交流する機会を作ることが出来る。その活動により日本を出たことのない一般市民も、名取市に居ながらにして、多文化【他文化】の体験が出来て人間的に豊かになることが出来ることを周知し、活動の参加者を増やし仲間を募りたい。

　

· 人と人がネットワークで繋がり、孤立を解除し、皆が同じ「地球市民」として生活しやすい環境をつくる。

· 今社会の経済状況が悪化しているために、弱者である日本語でコミュニケーションが取れない人々に対して、先に来た同胞の会員が母語で情報発信をタイムリーに事務所に居て出来る環境を準備することは急務だ。公的機関がカバーし得ない方々への福祉として必要な活動だと自負している。

· 最低限必要な機能を重視して、テレビなどの不要なものがないもので安価で提供出来るものはどれかと販売店に相談し提案してもらった。

· 購入できれば即座に多言語での情報発信が出来る。そして、彼らの必要としていることについて意見を寄せてもらいサービスの向上が期待できる。多文化人のアイディアで活動の発展が見込まれる。

· オンタイムで情報が出せることによりブログで写真なども使い活動を発表し、地域の理解も得やすく地域の協力体制の拡大が期待される。

	３．その他アピールポイント

一方通行の文化体験会では学ぶことが出来ない、多文化での交流体験により心が豊かになります。小さなことでカリカリと怒りを感じなくなります。色んな考え方をする人がいるんだと理解できるようになります。異文化の人々との交流は本当に私たちの人生観を大きく豊かにします。

　特に子どものころから、このような体験をして名取のお子さんが名取にある仙台空港から本当の意味で世界に羽ばたく姿を見ることが出来そうです。また、ALTとして名取を訪れている若い方々の心の支えとなり日本文化を沢山体験して多くを持ち帰ってもらうことも喜びの一つとして活動しています。そして、家庭内に多文化を持った子どもたちが差別されること無く、母親の母国の文化も誇りに思い太いパイプとなり世界を繋いでくれることを願って育んでいます。この３年の活動から発展的に会の名前を変えて、新たな活動に意欲を持って取り組んでおります。どうぞ、私たちの活動に発展のチャンスを下さるようお願いいたします。




· 収支予算

収入の部

	項　目
	金額（円）
	内　訳

	当ファンド助成金
	100,000
	

	会からの補填
	35,000
	

	
	
	

	
	
	

	
	
	

	
	
	

	合　計
	135,000
	


支出の部

	項　目
	金額（円）
	内　訳

	ノートパソコン
	85,000
	

	5年間延長保障
	5,000
	

	B4対応ﾌﾟﾘﾝﾀｰ
	45,000
	

	
	
	

	
	
	

	
	
	

	合　計
	135,000
	


※収入と支出の合計は必ず合わせてください。

※10万円を超える場合には自己資金についても記入してください。
助成額　上限10万円（備品購入に不足する分は自己資金で充当してください）

■みやぎＮＰＯ情報ライブラリーへの登録（該当するものに○をお付け下さい）

　　　　〇あり　・なし　　（なしの場合は、7月31日（土）までご登録ください）
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